
講 師：竹本 了吾さん 
奈良県 西照寺住職（浄土真宗本願寺派） 

京都自死・自殺相談センター「Sotto」代表 
「TERA Energy 株式会社」代表取締役 

主 催：いのちに向き合う宗教者の会（後援：真宗大谷派名古屋教区教化センター） 

Mail：info@inochi.in   電話：052-323-3686（蓮容・平松） 

日 時：２０２６年９月１日（火） 
午後３時～５時３０分 

会 場：真宗大谷派 名古屋別院 対面所 

    （名古屋市中区橘２丁目８番 55 号） 

対 象：僧侶・寺院関係者（宗旨・宗派問いません） 

    または「生きづらさ」や「居場所」に課題をお持ちの方 

参加費：無料（申し込み不要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いのちに向き合う宗教者の会 公開学習会 

人は生きづらさを感じた時、何を求めるのか？ 

生きづらさを抱えている方々が、

地域社会の中で「自然に生きていら

れる」ようにするには、どうすれば

いいのでしょうか。 

竹本さんは、自死・自殺の問題を

通して「生き心地のよい社会の実

現」に取り組んでおられます。 

竹本さんのお話を通して、寺院・

僧侶が地域社会の中でできること

を一緒に考えてみませんか。 



【講師紹介】  

竹本 了吾 （たけもと りょうご） さん 

奈良県西照寺の住職。生きる意味を求め、防衛大学校を卒業後、 

海上自衛隊に入隊するが、道に迷い退官。改めて、生きる意味を 

求め、龍谷大学大学院で救済論（救いとは何か、どうすれば救わ 

れるか）について研究。その際に浄土真宗本願寺派の僧侶となる。 

その後、浄土真宗本願寺派総合研究所の研究員となり、宗教者の役割をテーマに

実践的な研究に従事。2010 年に「自死の苦悩を抱える方の心の居場所づくり」を

する京都自死・自殺相談センター（愛称：Sotto）を設立、代表を務めている。

2018 年、研究所を退職、電力事業で「温かなつながりをつむぐ」TERA Energy 株

式会社を 4 人の僧侶で起業、代表取締役に就任。 

 

自死自殺相談センター「sotto」HP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真宗大谷派名古屋別院（東別院）境内案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地下鉄「東別院」駅４番出口から徒歩 5 分） 

【いのちに向き合う宗教者の会について】 

2007 年、関東地方で宗派を超えた有志僧侶により「自殺対策に取り組む僧侶の会」が発足しました。その取り組み

の一つ「自死の問い・お坊さんとの往復書簡」を呼びかける中で「安心して悩める場」、「悲しみを人と分かち合う場」

が少ないという事実が浮き彫りになっていきます。そこで、僧侶にできることとして自死者追悼法要の場が求められ

ていることに気づき、東海地方の有志僧侶が実行委員会を立ち上げ 2009 年に東海地方初の自死者追悼法を、真宗大谷

派名古屋別院にて厳修しました。第 3 回の法要からは会の名称を「いのちに向き合う宗教者の会」と名付けて志新た

に活動を展開していきます。以降あらたな取り組みとして自死遺族によるわかちあいの会「いっぷく処」を加えつつ、

現在に至るまで毎年法要を営んでいます。 

第 17 回法要集合写真（2025 年 12 月） 


